
札幌札幌

小小dd余市余市

仁木仁木

小沢（共和町）小沢（共和町）

蘭越蘭越

黒松内黒松内

長万部長万部

八雲八雲

森森

鹿部鹿部

七飯七飯
五稜郭五稜郭

木古内木古内
函館函館

新八雲新八雲
（仮称）（仮称）

倶知安倶知安

新小新小dd
（仮称）（仮称）

ニセコニセコ

大沼大沼

新函館北斗新函館北斗

４．３
億円

赤字　２３．６億円

１日当たりの運行本数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和３（２０２１）年８月　広報おたる　２

収支状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

収入
（４．３億円）

支出
（２７．９億円）

７．０億円
輸送に直接
必要な費用

１３．５億円
車両や路線等の
維持・修繕費用

７．４億円
その他

（管理費等）

函館線（長万部・小d間）の現状（平成３０年度）　　
※ＪＲ北海道公表資料を基に作成しています。

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）

並行在来線（函館・小並行在来線（函館・小aa間）間）

北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）

道南いさりび鉄道（五稜郭・木古内間）道南いさりび鉄道（五稜郭・木古内間）

ＪＲ北海道ＪＲ北海道

特急列車特急列車

０本０本

貨物列車貨物列車

０本０本

普通列車普通列車
（（うち小うち小zz駅発着数）駅発着数）

４０本４０本
（３３本）（３３本）

新
幹
線

新
幹
線
がが
開
業
開
業
し
た
ら

し
た
ら　

並
行
在
来
線

並
行
在
来
線
は
ど
う
な
る
の
？

は
ど
う
な
る
の
？

★１★１

整
備
新
幹
線
区
間
を
並
行
す
る
形
で
運
行
す
る
在
来
線
鉄
道
。

　
　

整
備
新
幹
線
区
間
を
並
行
す
る
形
で
運
行
す
る
在
来
線
鉄
道
。

★１★１

道
と
沿
線
市
町
で
構
成
さ
れ
る
「
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」
で
は
、

道
と
沿
線
市
町
で
構
成
さ
れ
る
「
北
海
道
新
幹
線
並
行
在
来
線
対
策
協
議
会
」
で
は
、

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴
い
、
並
行
在
来
線
が
J
R
北
海
道
か
ら
経
営
分
離
さ

北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
に
伴
い
、
並
行
在
来
線
が
J
R
北
海
道
か
ら
経
営
分
離
さ

れ
た
後
の
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち

れ
た
後
の
地
域
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
う
ち

「「
長
万
部
・
小

長
万
部
・
小
ss
間
」
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

間
」
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
函
館
線

（
函
館
・
小
g
間
）

Ｊ
Ｒ
北
海
道
か
ら
経
営
分
離

　

北
海
道
新
幹
線
の
新
函
館
北

斗
・
札
幌
間
は
、
令
和　

（
２
０

１２

３
０
）年
度
末
の
開
業
に
向
け
て
、

現
在
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
北
海
道
新
幹
線
に
加
え
て
並

行
在
来
線
を
経
営
す
る
こ
と
は
、

営
業
主
体
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

と
っ
て
過
重
な
負
担
と
な
る
た

め
、
函
館
線
（
函
館
・
小
q
間
）

は
、
新
幹
線
の
開
業
時
に
経
営
分

離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

利
用
者
減
少
、
赤
字
が
予
測

さ
れ
る
「
長
万
部
・
小
s
間
」

　

協
議
会
で
は
、
経
営
分
離
後
の

地
域
交
通
を
確
保
す
る
方
策
（
交

通
手
段
）
を
検
討
す
る
た
め
、
将

来
の
需
要
（
利
用
者
数
）
の
予
測

や
、
交
通
手
段
別
の
収
支
予
測
な

ど
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
（
３

ペ
ー
ジ
上
を
参
照
）。

　

調
査
の
結
果
、
新
幹
線
開
業
後

の
長
万
部
・
小
q
間
で
は
、
沿
線

人
口
の
減
少
や
新
幹
線
利
用
へ
の

（億円）

３０
２５
２０
１５
１０
５
０

運行１年目運行１年目（令和（令和１２年１２年度）度）の収支の収支

＋＋

２２億円億円
赤字赤字

７７．４．４億円億円
赤字赤字

２２３．７３．７億円億円
赤字赤字

１．５１．５

７．８７．８

１．８１．８２．９２．９
４．９４．９

２．９２．９

２６．６２６．６

２．８２．８

３　令和３（２０２１）年８月　広報おたる

★２　区間ごとの１日１ｋｍ当たりの平均利用者数。

将来需要予測・収支予測調査の結果

将来需要予測調査（輸送密度★２の推移）　　　　　　　　

鉄道存続とバス転換の比較　　　　　

転
移
に
よ
り
、
利
用
者
が
大
き
く

減
少
す
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
支
に
つ
い
て
は
、
第

三
セ
ク
タ
ー
が
鉄
道
の
運
行
を
引

き
継
い
だ
場
合
と
、
バ
ス
転
換
し

た
場
合
、
ま
た
、
余
市
・
小
q
間

を
鉄
道
、
長
万
部
・
余
市
間
を
バ

ス
と
し
た
場
合
の
い
ず
れ
も
赤
字

で
、
バ
ス
に
転
換
す
る
よ
り
も
鉄

道
を
存
続
さ
せ
る
方
が
よ
り
大
き

な
赤
字
と
な
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
交
通
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
道
や
沿
線
市

町
に
よ
る
赤
字 
補  
填 
な
ど
、
地
域

ほ 

て
ん

の
負
担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

４
年
に
交
通
手
段
を
決
定

　

現
在
協
議
会
で
は
、
こ
の
調
査

結
果
を
踏
ま
え
、
各
交
通
手
段
を

慎
重
に
比
較
・
検
討
し
て
お
り（
上

の
「
鉄
道
存
続
と
バ
ス
転
換
の
比

較
」
を
参
照
）、
３
年
の
秋
ご
ろ
を

め
ど
に
、
協
議
会
と
し
て
の
考
え

方
を
示
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
住
民
説
明
等
を
経
て
、

協
議
会
に
お
い
て
、
４
年
の
早
い

時
期
に
交
通
手
段
を
決
定
す
る
予

定
で
す
。

�
お
問
い
合
わ
せ
は
、
新
幹
線
・

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
�
�
４
１
１

１
内
線
７
２
７
５
、
�
�
３
９
６

３
へ
ど
う
ぞ
。

鉄道存続鉄道存続

収支予測調査　　　　　　　　　　　　　　

バス転換バス転換

�初期投資や運行経費の精査など、どのように

　地域の負担を軽くするか

�将来にわたって、地域の金銭的な負担が

　大きい

��

メリットメリット

�鉄道と比べて移動に時間がかかり、一度

　に運べる人数が少ない

�なじみのない人には路線が分かりにくい

デメリットデメリット
��

�どのようなバスルートにするか

�利用者の多い余市・小a間をどうするか
�補助金の活用など、どのように地域の負担を

　軽くするか

�柔軟に路線を変更できる

�地域の金銭的な負担が少ない
メリットメリット

課 題課 題

デメリットデメリット

課 題課 題

収入

支出

鉄道存続（第三セクター鉄道）

バス転換

第三セクター鉄道（余市・小a間）
＋バス運行（長万部・余市間）

＋＋

参考参考　北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）の開業に伴
　　い運行を開始した道南いさりび鉄道（五稜郭・木古内
　　間）は、貨物列車の運行に伴う線路使用料が収入の約
　　８割を占めています。長万部・小a間は、貨物列車の運
　　行がなく、線路使用料が入らないため、第三セクター
　　鉄道とした場合の収支は大幅な赤字となります。

※補助金や車両更新費用等は考慮していません。

※グラフの数値はおおよその値です。

（億円）

１０００
９００

４００
３００
２００
１００
０

初期投資と運行３０年間の初期投資と運行３０年間の収支の合計収支の合計

＋＋

１５９．４１５９．４
６３．４６３．４６１．７６１．７

３１．９３１．９

２８６．７２８６．７

４０．０４０．０
９６．９

������������９６９６億円億円
赤字赤字

３１１．７３１１．７億円億円
赤字赤字９８８．６９８８．６

９２６．９
９２６．９億円億円
赤字赤字

（億円）

２００
１５０
１００
５０
０

初期投資初期投資

１９１．２１９１．２

１８．３１８．３

＋＋

５３．０
１１．５１１．５

２２１１４４４４

５５６６６６

１８４１８４

２５００

 

２０００

１５００

１０００

  ５００

    0
４０３４０３

１１００４４８８

（人／日）

令和１２年度
（新幹線開業）

平成３０年度 令和２２年度
（開業後１０年）

令和４２年度
（開業後３０年）

平成３０年度の約３０％
約３０％

平成３０年度の約２６％約２６％

６２３６２３

余余市市・・小小bb間間

１１４４１１２２

長万部・長万部・
小小bb間間

３１０３１０

�バスと比べて速く、一度に多くの人を運べる

�初めて来た人にも駅の場所や路線が分かり

　やすい


